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サ ン プ ル ホ ル ダ ー
棚。ステンレス板な
どを旋盤を用いて加
工し、ネジで組み立
てている。これ全体
を引き上げる機構も
自作。
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製していただきました。ALD装置は主に酸化膜の
成膜に用いますが、購入すると特許の関係から非
常に高額になります。そこで、私達の研究室では
装置を自作することになりました。工作いただい
たのは成膜チャンバーを固定する板に始まり、チャ
ンバー内部のサンプル加熱台、上部ガス導入蓋な
どです。最後に真空蒸着装置についてですが、こ
ちらも用途に特化するため、及び資金面から自作
を行いました。チャンバー上下の蓋（排気や回転
導入端子を取り付ける場所）やチャンバー内部の
原料取付台などの加工をしていただき、公開工作
室ではICF203大きさのOリング密閉タイプアクセ
スドアを作らせていただきました。作製したCAD
図面を元に、こちらもM1の藤澤君が堀先生から有
益なご助言をいただきながら作製しました。売っ
ているものに引けを取りません（図７）。このよう
に非常に多くの物について、納期や機能について
いつもワガママを聞いていただき、お願いしたり
作らせて頂いております。
４．工作部門に期待すること
　このように私達は、日々の研究をする上で工作
部門には非常にお世話になっており、特に装置を
作りたい時、改造したいときにはとても助かって
おります。こうした貴重な部門はぜひ大切にして
頂いて、学内の研究の活性化につながってくれれ
ばと願っています。普段からご相談や工作依頼な
どでこちらも勉強させて頂く機会が多く、自分の
手で図面を引いて工作するというのは、ものづく
り教育の効果が期待できますし、研究テーマを自
分のものとして隅々まで理解するのに、とても大
切なことだと思います。そういう意味でも工作部
門には本当に感謝しております。ここで、もし可
能ならばということで希望を以下に述べさせてい
ただきます。工作部門は人気がありますし、特に
大型プロジェクトなどの工作依頼が入っている時
は、仕方ないことですがなかなかすぐに作って下
さいというわけにはいかないこともあります。そ
ういう時は公開工作室も利用しますが溶接や切断
など一部の工作はお願いするしかないものもあり
ます。特に、急を要する加工について外注でなく
学内でできることのメリットは非常に大きいと思
います。もちろん費用や人手の面の問題がありま
すから簡単ではないと思いますが、今後、もしそ
ういった急な工作依頼にもご対応いただけるよう
なシステムが出来たとすれば喜んで使わせていた
だきたく思っております。
　今後、工作部門のますますのご発展を祈念し、
学内の研究もそれに支えられて実っていくことを
心より願っております。
図６　稼働中のALD
装置。右上に写って
いるのが成膜チャン
バー。この内部にサ
ンプル加熱台などが
ある。
図７　公開工作室を
利用し、蝶番やOリ
ング収納溝などを作
製。売り物と遜色な
い出来栄えに。
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